
　DNAバーコーディングとは	



　 生物種ごとに遺伝子が異なることを利用し、特定の遺伝子の塩基配列を分析することで、専門家でなくとも生物の種を同定できるシス
テムを作ろうとする試みです。遺伝子を構成する４種類の塩基（Ａ,Ｔ,Ｇ,Ｃ）に、別々の色を割当てて表示すると、コンビニなどの店頭
で商品を瞬時に識別するバーコードに似てみえることから、「DNAバーコード」と呼ばれます。地球上で知られている全生物（約180万
種）を識別できるデータベースを作成する野心的なプロジェクトが国際協力のもとで進められています。分類学などの学術分野にとどま
らず、環境保全、疫学、食品管理など様々な目的で利益をもたらすことが期待されています。	
 

○DNA塩基配列の決定	
 
名古屋市立大学システム自然科学研究科附属生物多様性研究センターでは、昆虫や貝など小型動物の組織標本はアルコールに入れ４℃で、大型動物と植物の標本、及び抽出したDNA
は－30℃の冷凍庫で保存し、管理しています。DNAだけでなく、もととなる生物標本を保存することも同様に大切です。	
 

DNA抽出	
 試料収集と標本庫での保存	
 塩基配列の解析	
 PCRによるDNA増幅	
 

バーコード化�

○データベースの活用	
 

データベースに登録	
 

DNAの塩基配列から種を決めようとする場合は、Barcode	
 of	
 Life	
 Database	
 (BOLD)システムのデータベースと照合します。	
 

例：メダカ類、カダヤシ類のデータ検索	
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個々の登録されているDNAバーコードの標本に関する情報	
 

BOLDデータベース上では、種同定以外にも簡便な系統樹作成が行えるほか、各標本に関する様々な付帯情報を入手できます。しかし、2017年10月時点で約18万種
のデータしか登録されておらず、これは学名のついた全動物のおよそ19％にすぎません。名市大生物多様性研究センターでは、この国際プロジェクトに賛同し、
日本産の貝類や昆虫類をはじめ様々な生物についてデータ登録を行っています。	
 

○寿司ネタの種同定	
 

○ゴキブリの新種発見？	
 

DNAバーコードの実施例	
 

DNAバーコードプロジェクトとは？	
 

鮨ネタ　　　DNAバーコードで同定された種　　　　　　　	
 	
 
甘エビ　　	
 Pandalus	
 borealis	
 ホッコクアカエビ／甘エビ	
 
タラコ　　	
 Gadus	
 chalcogrammus　　スケトウダラ	
 
穴子　	
 　　Conger	
 myriaster　マアナゴ	
 
エビ　　	
 　Pleoticus	
 muelleri	
 アルゼンチンアカエビ	
 
マグロ　　	
 Thunnus	
 albacares　キハダマグロ　　　　　　	
 

今回は明確な誤表示が見つかりませんでした。DNAバーコードは、食品の偽装
を調べるのに役立つと期待されています。	
 

二ューヨークの寿司店で提供されるネタの25%が誤表示であったとの調査報告
があります。そこで、近所のスーパーマーケットで売られていたにぎり寿司
のネタをDNAバーコード分析してみました。	
 

P.Hebertらは、1種類だと思われていた蛾が、実は10種類も混ざっていた
ことをDNAバーコードで示しました。昆虫の分類学に貢献しました。	
 

2009年にニューヨークの高校生が家庭で捕まえたゴキブリ（Periplaneta	
 americana）の
DNAバーコードを分析したところ、スペイン、カナダ、タイなどのゴキブリのDNAとは異な
り、新種である可能性を発見しました。その後、ニューヨークのマンハッタンに日本のゴ
キブリ（Periplaneta	
 japonica）が侵入したとのニュースももたらされています。	
 

ニューヨーク	
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○蛾の種同定	
 

○守山区で捕獲されたイタチの種同定	
 

　名古屋市環境局生物多様性センターで行っているイタチ
の調査に名市大生物多様性研究センターが協力し、DNA分
析によって標本21がニホンイタチ、残りの個体はチョウセ
ンイタチであることを確認しました。DNAバーコードを利
用すれば、糞を用いた種同定も可能であり、外来種の分布
拡大に関するフィールド調査への応用も可能です。	
 

標本21	
 

標本23	
 


